
広報　常陸大宮　　　　平成２５年３月号１３

特定健康診査を毎年受けましょう特定健康診査を毎年受けましょう特定健康診査を毎年受けましょう

　継続受診者と初回受診者を比較してみると、初回受診者に受診勧奨値の人の割合が多いことがわかります。特
定健診を受けて初めて自分の体の状態を知ることができます。「自覚症状がないから大丈夫」と思わずに、年に１
回は必ず特定健診を受診しましょう。
　特に、４０歳以上の方で特定健診を受診したことのない方は、今年は必ず受診しましょう。
＊平成２５年度の特定健診は６月から始まりますので、対象者には個別にお知らせします。
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１次予防

２次予防

３次予防

　平成２３年度の特定健康診査（以下「特定健診」）の結果にお
いて血管変化の予防の視点から見ると、１次予防はすべての特
定健診項目が正常な人で、わずか４０８人（８．４％）です。２次予
防は１，８９１人（３８．７％）、３次予防は特定健診項目のうち１つで
も受診勧奨値（治療が必要と判断される値）以上の項目がある
人で、２，５８７人（５２．９％）です。
　特定健診受診後に、受診者全員を対象に「特定健診結果説明
会」を開催して、「自分が今どの段階にいるのか」確認ができ
るようにしていますが、参加率は１９．０％でした。
＊１次予防…生活習慣病の発症を予防する段階
＊２次予防…早期発見、早期治療することで動脈硬化を予防する段階
＊３次予防…生活習慣病の発症後、脳・心臓・腎臓の血管変化の重症化を

防ぐ段階

平成23年度特定健康診査の結果　受診者数4,886人
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　特定健診項目別の受診勧奨値と判定された人の
割合は、LDLコレステロール、血糖、血圧の項目
順に多くなっています。
　この中には直ちに血圧の治療が必要となる重症
高血圧（血圧１８０／１１０mmHg以上）や、高血糖と
高血圧など２つ以上の危険因子を有している人も
いました。

平成23年度特定健診項目別の受診勧奨値の割合

初回受診者
割合（％）

継続受診者
割合（％）割合（％）人数（人）基準値項　　　　　　　目

２．３０．６０．８３９４００以上中性脂肪（mg/dl）

１２．３６．４７．１２８２１２６以上空腹時血糖（mg/dl）
血糖

８．０３．７４．２２０６６．５以上HbA1c（％）

６．３３．６４．０１９４１６０以上収縮期
血圧（mmHg）

４．２１．７２．０９８１００以上拡張期

１０．５７．８８．２３９９１６０以上LDLコレステロール（mg/dl）

＊血圧が１６０／１００mmHg以上は中等症高血圧となります。

＜受診勧奨値のうち各学会のガイドラインによる受診勧奨対象者の割合＞


